
第２回学校評価アンケートより
第２回学校評価アンケートではご協力ありがとうございました。集計結果をお知らせするとともに、学校関係者として学

校運営協議員の皆様からいただいたご意見をふまえながら、校内において課題及び課題解決に向けた次年度の取り組みを検

討しましたのでご報告いたします。

本校の継続的な課題として、第１回と同様に以下の３点が挙げられます。これらの課題は、達成度が最も低かったもので

はありませんが、本校の重点事項としてとらえ引き続き対策を検討して参ります。

＜あずま中学校の課題＞ ※アンケート結果から読み取れる課題

①家庭学習時間の増加と家庭での自主的な学習態度の育成（生徒設問11・13、保護者設問4） 赤
②メール・テレビ・ゲーム時間のけじめ（生徒設問15、保護者設問6） 水色
③進路への意欲（生徒設問22・23・24） 緑

＜あずま中学校の課題＞ ※日常の観察等を通して感じる課題

④自転車の乗り方など、安全教育の充実
⑤ネット社会と正しく向き合うための、情報モラル教育の充実

生徒アンケート結果
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保護者アンケート結果

＜今後の対策＞ ～学校の取組や家庭へのお願い～

①家庭学習時間の増加と家庭での自主的な学習態度の育成について
・内容や量を自身で決定しながら課題に取り組ませるなど、自己決定の場を増やすことで自分から進んで学習
に取り組む態度を育てていきます。
・学習と生活を結びつける工夫をすることで、学習に対しより意欲的に取組めるようにします。
②メール・テレビ・ゲーム時間のけじめ（生徒設問15、保護者設問6）
・道徳、学級活動をはじめ、様々な場面において、時間の使い方に自覚を持ちけじめをつけて生活できる指導
を重点的に行ってまいります。家庭においても使用時間のルール作りや話し合いを重ね、向き合い方が適切
であるかどうかの確認を定期的にお願いします。
③進路への意欲（生徒設問22・23・24）
・進路学習や教育相談の機会をタイミングよく設けることで、個に応じた教育相談の充実を図ります。
・家庭において、将来について話し合うきっかけとなる資料提供や啓発を行います。
④安全教育の充実
・専門機関と連携をしながら、正しい知識と心構えを生徒が身につけられるように学習の機会を確保します。
・地域の力もお借りしながら、見守りや声かけを継続していきます。
⑤情報モラル教育の充実
・道徳や学級活動を中心に、生徒の実態に合わせた指導内容を精査していきます。また、専門機関と連携しな
がら、正しい知識と心構えを生徒が身につけられるように学習の機会を確保します。

＜自由記述に対する回答＞
今後の学校運営に参考となるご意見をたくさんいただき、ありがとうございました。ここでは、回答希望

のご意見の中で、全体に周知した方がよいと思われるご意見につきまして紹介いたします。
Ｑ：部活動の地域移行について今後の計画など決まっていることがあれば教えてください
Ａ：現在、土日を中心に段階的に地域移行を進めているところです。今後の伊勢崎市の方針としては、次の

4点がリーフレットでも紹介されています。詳しくは伊勢崎市のホームページをご覧ください。
①合同部活動の推進
②休日の部活動への指導者の派遣
③地域クラブの設置
④拠点校部活動の導入

https://www.city.isesaki.lg.jp/soshiki/kyoikubu/kyoiku/6970.html
※伊勢崎市のホームページから、キーワード検索で「部活動」と検索しても同じページが開けます。


